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待 陵 通 信 第 28 号 平成 25 年 11 月 9 日
（敬称略）

①訃報 平成 25 年 10 月７日以降に判明した方々 謹んでご冥福をお祈り致します。

17 理乙 松若 昭二 平成 25 年９月 14 日 堺市西区
19 理甲３ 近田 孜 平成 25 年９月 25 日 長岡京市

②住居変更
18 文１ 森井 英雄
〒６６０－０８６１ 尼崎市御園町 27-3 グッドタイムリビング尼崎駅前

③午餐会・懇話会
＊第 506 回午餐会 25 年 10 月 7 日（月）正午～ 14 時 30 分

於 中央電気倶楽部 317 号室
講師 栗原 佐智子氏 大阪大学 21 世紀懐徳堂招聘研究員 大阪大学出版会職員
テーマ 「待兼山の植物たち 大阪大学キャンパスの植生の変遷」
出席者 ３理甲遺津賀美智子・15 理甲三木卓一・16 理２山村好弘・17 理甲 1 桒野正之

17 理甲 2 松山敏彦・理乙喜多舒彦・18 理甲４髙岸宗吾・理乙橋田進
19 理甲３三浦昭二郎・20 文乙池口金太郎・城野伊一郎・理２鶴岡誠
21 文甲 1 頴川勉二・真銅孝三・21 理 1 山田茂樹・理 2 武田晃世・前田泰敬
21 理 3 後藤業明・理 4 川島康生・中原充雄・22 文甲 2 井本憲伺・理 2 松浦實
22 理２三島佑一・理３井上達明・理 4 大路清嗣 事務局 阪田訓子 以上 24 名

④各地寮歌祭
＊第３回全国旧制高校寮歌祭 25 年 10 月 14 日（月・祝）

於 新宿セントラルパークビル
旧制高校 35 校、大学予科 3 校計 38 校のみによる寮歌祭で、参加者 300 余名、浪高から
10 名が参加、関東地区寮歌祭における、浪高の存在感を示した。
参加舎 16 理乙岸保芳郎・19 文甲２高間宏治・理甲２武田聰光

19 理甲 4 藤田宏・同夫人・21 文甲１徳久俊彦・文甲 2 田中昂
22 文甲 1 近久達雄・前田昭・文乙亀田一彦

⑤支部だより
＊関東浪高会 ④各地寮歌祭記事参照
＊阪南支部 第 350 回二木会 25 年 10 月 10 日（木）13 時～ 於 堺東「Continuer」

出席者 18 理甲 4 髙岸宗吾・20 理 1 大塚穎三・理 2 鶴岡誠・21 理 2 武田晃世
フランス料理の食事、歓談後「本店 嶋川」に移動し、デザートを味わった後散会

⑥同期同級交歓
＊ 21 回理３クラス会（昨年から春秋２回開催） 25 年 10 月６日（日）13 ～ 15 時

於 有馬（梅田・阪急ターミナルビル 17 Ｆ）
出席者 石川俊彦・後藤業明・志水洋二・下里常弘・竹原登・玉井恭二・中島礼士

中西克己 以上 ８名
＊尋常科「泉石会」 25 年度例会 25 年 10 月 17 日（木）11 時 30 分～ 15 時 30 分

於 大阪マルビル 大阪第一ホテル ６ F
一次会 マーキス（Ⅱ） 二次会 ランスロット（Ⅰ） 喫茶

出席者 植田秀作・喜多舒彦・小山隆三・佐伯秀穂・斎藤顕・芝孝夫 夫妻
島雅昭 夫妻・寺田信・畑捨三 夫妻・中村清・西岡邦夫・松山敏彦
三浦昭二郎・三角荘一・水田紀久・村田吉弘・山本昭夫 夫妻・渡会信夫
故高橋充夫夫人 受付 阪田訓子（同窓会事務局） 計 24 名

「泉石会」は浪高尋常科に昭和 14 年入学と 18 年修了のどちらかの枠内に入る者の集まり
で、20 数年間年１回開催で続けて来た。しかし寄る年波には勝てず、年々参加者が減
少し、昨年は 14 名に留まった。今年も既に 4 名の方が鬼籍に入られたので、減ること
は確実で、「泉石会」開催も今年で最後とすることにし、多くの人に参加をお願いした
所、関東から芝夫妻、畑夫妻、中村君が馳せ着けてくれ、久し振りに賑やかに歓談する
ことが出来た。
喜多舒彦君から「老人の生活いろいろ」と題して役立つスピーチがあり、次いで芝孝夫
君の手品の披露があり、会場を大いに沸かせた。
最後に会の世話役の松山敏彦君に永年の努力に感謝の印として、小冊子に「萬謝と友誼」
の題目で、当日参加の会員がそれぞれの思いと感謝の意を記して贈呈した。
宴会の時間は一次会、二次会とたっぷりあり、話は延々と続き、結局今年で最後であっ
た筈が、何時の間にか幹事の負担を減らし、簡素化（年会費なし、近況報告廃止、写真
なし、欠席者への報告なし）費用も半分位に押さえて場所も選ばず、少人数でもよいか
ら続けることになり、来年は５月の第３金曜日に開催決定。本当に集まるのが好きな集
団である。




